
   桶 川 市 立 小 ・ 中 学 校 に お け る 妊 娠 、 出 産 、 育 児 又 は 介 護 に 関

す る ハ ラ ス メ ン ト の 防 止 等 に 関 す る 要 綱  

  平 成 ２ ９ 年 ６ 月 ２ ７ 日 教 育 長 決 裁  

（ 目 的 ）  

第 １ 条  こ の 要 綱 は 、 妊 娠 、 出 産 、 育 児 又 は 介 護 に 関 す る ハ ラ ス メ

ン ト （ 以 下 「 マ タ ニ テ ィ ・ ハ ラ ス メ ン ト 等 」 と い う 。 ） の 防 止 及

び 排 除 並 び に マ タ ニ テ ィ ・ ハ ラ ス メ ン ト 等 に 起 因 す る 問 題 が 生 じ

た 場 合 に 適 切 に 対 応 す る た め に 必 要 な 事 項 を 定 め る こ と に よ り 、

職 員 （ 桶 川 市 立 小 ・ 中 学 校 職 員 服 務 規 程 （ 昭 和 ３ ２ 年 桶 川 市 教 育

委 員 会 規 則 第 １ ７ 号 ） 第 ２ 条 に 規 定 す る 学 校 職 員 並 び に 県 費 負 担

及 び 市 費 負 担 の 非 常 勤 職 員 及 び 臨 時 職 員 を い う 。 以 下 同 じ 。 ） の

人 格 が 尊 重 さ れ 、 職 員 の 十 分 な 勤 務 能 率 の 発 揮 と 公 務 の 円 滑 な 運

営 を 確 保 す る と と も に 、 働 き や す い 良 好 な 勤 務 環 境 づ く り を 促 進

す る こ と を 目 的 と す る 。  

（ 定 義 ）  

第 ２ 条  こ の 要 綱 に お い て 「 マ タ ニ テ ィ ・ ハ ラ ス メ ン ト 等 」 と は 、

職 場 に お け る 次 に 掲 げ る も の を い う 。  

( 1 )  職 員 に 対 す る 次 に 掲 げ る 事 由 に 関 す る 言 動 に よ り 当 該 職 員 の

勤 務 環 境 が 害 さ れ る こ と 。  

ア  妊 娠 し た こ と 。  

イ  出 産 し た こ と 。  

ウ  妊 娠 又 は 出 産 に 起 因 す る 症 状 に よ り 勤 務 す る こ と が で き な

い こ と 若 し く は で き な か っ た こ と 又 は 能 率 が 低 下 し た こ と 。  

( 2 )  職 員 に 対 す る 次 に 掲 げ る 妊 娠 又 は 出 産 に 関 す る 制 度 又 は 措 置

の 利 用 に 関 す る 言 動 に よ り 当 該 職 員 の 勤 務 環 境 が 害 さ れ る こ と 。 

ア  出 産 休 暇 （ 学 校 職 員 の 勤 務 時 間 、 休 暇 等 に 関 す る 規 則 （ 平

成 ７ 年 埼 玉 県 教 育 委 員 会 規 則 第 ９ 号 。以 下「 規 則 」と い う 。）



第 １ ２ 条 第 １ 項 第 １ 号 ）  

イ  通 院 休 暇 （ 規 則 第 １ ２ 条 第 １ 項 第 ２ 号 ）  

ウ  通 勤 緩 和 休 暇 （ 規 則 第 １ ２ 条 第 １ 項 第 ３ 号 ）  

エ  妊 娠 障 害 休 暇 （ 規 則 第 １ ２ 条 第 １ 項 第 ４ 号 ）  

オ  出 産 補 助 休 暇 （ 規 則 第 １ ２ 条 第 １ 項 第 １ ８ 号 ）  

カ  ア か ら オ ま で に 掲 げ る も の の ほ か 、 妊 娠 又 は 出 産 に 関 す る

制 度 又 は 措 置  

( 3 )  職 員 に 対 す る 次 に 掲 げ る 育 児 に 関 す る 制 度 又 は 措 置 の 利 用  

に 関 す る 言 動 に よ り 当 該 職 員 の 勤 務 環 境 が 害 さ れ る こ と 。  

ア  育 児 休 業 、 育 児 短 時 間 勤 務 及 び 部 分 休 業 （ 地 方 公 務 員 の 育

児 休 業 等 に 関 す る 法 律 （ 平 成 ３ 年 法 律 第 １ １ ０ 号 。 ） 第 ２ 条

第 １ 項 、 第 １ ０ 条 第 １ 項 及 び 第 １ ９ 条 第 １ 項 ）  

イ  勤 務 時 間 の 弾 力 的 な 割 振 り （ 学 校 職 員 の 勤 務 時 間 、 休 暇 等

に 関 す る 条 例 （ 平 成 ７ 年 埼 玉 県 条 例 第 ２ ８ 号 。 以 下 「 条 例 」

と い う 。 ） 第 ４ 条 第 ２ 項 及 び 第 ３ 項 ）  

ウ  深 夜 勤 務 又 は 時 間 外 勤 務 の 制 限 、免 除（ 条 例 第 ９ 条 第 １ 項 、

第 ２ 項 又 は 第 ４ 項 ）  

エ  育 児 休 暇 （ 規 則 第 １ ２ 条 第 １ 項 第 ５ 号 ）  

オ  子 育 て 休 暇 （ 規 則 第 １ ２ 条 第 １ 項 第 ６ 号 ）  

カ  男 性 職 員 の 育 児 参 加 の た め の 休 暇 （ 規 則 第 １ ２ 条 第 １ 項 第

１ ９ 号 ）  

キ  ア か ら カ ま で に 掲 げ る も の の ほ か 、 育 児 に 関 す る 制 度 又 は

措 置  

( 4 )  職 員 に 対 す る 次 に 掲 げ る 介 護 に 関 す る 制 度 又 は 措 置 の 利 用 に

関 す る 言 動 に よ り 当 該 職 員 の 勤 務 環 境 が 害 さ れ る こ と 。  

ア  勤 務 時 間 の 弾 力 的 な 割 振 り （ 条 例 第 ４ 条 第 ２ 項 及 び 第 ３ 項 ） 

イ  介 護 休 暇 （ 条 例 第 １ ７ 条 ）  



ウ  介 護 時 間 （ 条 例 第 １ ７ 条 の ２ ）  

エ  深 夜 勤 務 又 は 時 間 外 勤 務 の 制 限 、 免 除 （ 条 例 第 ９ 条 第 ３ 項

又 は 第 ５ 項 ）  

オ  短 期 介 護 休 暇 （ 規 則 第 １ ２ 条 第 １ 項 第 ８ 号 ）  

カ  ア か ら オ ま で に 掲 げ る も の の ほ か 、 介 護 に 関 す る 制 度 又 は

措 置  

（ 校 長 の 責 務 ）  

第 ３ 条  校 長 は 、 職 員 が そ の 能 率 を 十 分 に 発 揮 で き る よ う な 勤 務 環

境 を 確 保 す る た め 、 マ タ ニ テ ィ ・ ハ ラ ス メ ン ト 等 の 防 止 及 び 排 除

に 努 め な け れ ば な ら な い 。  

２  校 長 は 、 マ タ ニ テ ィ ・ ハ ラ ス メ ン ト 等 に 起 因 す る 問 題 が 生 じ た

場 合 は 、 必 要 な 措 置 を 迅 速 か つ 適 切 に 講 じ な け れ ば な ら な い 。 こ

の 場 合 に お い て 、 マ タ ニ テ ィ ・ ハ ラ ス メ ン ト 等 に 対 す る 職 員 の 対

応 に 起 因 し て 当 該 職 員 が 職 場 に お い て 不 利 益 を 受 け る こ と が な

い よ う 配 慮 し な け れ ば な ら な い 。  

（ 教 頭 及 び 主 幹 教 諭 の 責 務 ）  

第 ４ 条  教 頭 及 び 主 幹 教 諭 （ 以 下 「 教 頭 等 」 と い う 。 ） は 、 良 好 な

勤 務 環 境 を 確 保 す る た め 、 自 身 の 言 動 に 注 意 を 払 う と と も に 、 日

常 の 執 務 を 通 じ た 指 導 等 に よ り 、 マ タ ニ テ ィ ・ ハ ラ ス メ ン ト 等 の

防 止 及 び 排 除 に 努 め な け れ ば な ら な い 。  

２  教 頭 等 は 、 マ タ ニ テ ィ ・ ハ ラ ス メ ン ト 等 に 起 因 す る 問 題 が 生 じ

た 場 合 に お い て は 、 迅 速 か つ 適 切 に 対 応 し な け れ ば な ら な い 。  

（ 職 員 の 責 務 ）  

第 ５ 条  職 員 は 、 次 条 第 １ 項 の 桶 川 市 教 育 委 員 会 教 育 長 （ 以 下 「 教

育 長 」 と い う 。 ） の 定 め る と こ ろ に 従 い 、 マ タ ニ テ ィ ・ ハ ラ ス メ

ン ト 等 の 防 止 に 努 め な け れ ば な ら な い 。  

（ 職 員 の 認 識 す べ き 事 項 ）  



第 ６ 条  教 育 長 は 、 マ タ ニ テ ィ ・ ハ ラ ス メ ン ト 等 を 防 止 す る た め に

職 員 が 認 識 す べ き 事 項 及 び マ タ ニ テ ィ ・ ハ ラ ス メ ン ト 等 に 起 因 す

る 問 題 が 生 じ た 場 合 に お い て 職 員 に 望 ま れ る 対 応 等 に つ い て 定

め る も の と す る 。  

２  校 長 は 、 職 員 に 対 し 、 前 項 の 教 育 長 が 定 め る 事 項 の 周 知 徹 底 を

図 ら な け れ ば な ら な い 。  

（ 研 修 等 の 実 施 ）  

第 ７ 条  教 育 長 は 、 マ タ ニ テ ィ ・ ハ ラ ス メ ン ト 等 の 防 止 等 を 図 る た

め 、 職 員 に 対 し 必 要 な 研 修 等 を 実 施 す る も の と す る 。  

２  校 長 は 、 マ タ ニ テ ィ ・ ハ ラ ス メ ン ト 等 の 防 止 等 を 図 る た め 、 前

条 第 １ 項 の 教 育 長 が 定 め る も の を 踏 ま え 、 必 要 に 応 じ て 職 場 研 修

を 実 施 す る も の と す る 。  

（ 苦 情 相 談 へ の 対 応 ）  

第 ８ 条  校 長 は 、 マ タ ニ テ ィ ・ ハ ラ ス メ ン ト 等 に 関 す る 苦 情 の 申 出

及 び 相 談 (以 下 「 苦 情 相 談 」 と い う 。 )が 職 員 か ら な さ れ た 場 合 に

対 応 す る た め 、 校 内 に 苦 情 相 談 を 受 け る 相 談 員 及 び 相 談 員 か ら な

る 委 員 会 を 置 き 、 必 要 な 措 置 を 講 ず る も の と す る 。  

２  職 員 は 、 校 内 の 相 談 員 に 対 し て 苦 情 相 談 を 行 う ほ か 、 必 要 に 応

じ て 原 則 と し て 校 内 の 相 談 員 を 通 じ て 桶 川 市 教 育 委 員 会 (以 下

「 教 育 委 員 会 」 と い う 。 )の 相 談 員 に 対 し て 苦 情 相 談 を 行 う こ と

が で き る 。  

３  苦 情 相 談 を 受 け る 校 内 及 び 教 育 委 員 会 の 相 談 員 (以 下 「 相 談 員 」

と い う 。 )は 、 苦 情 相 談 に 係 る 問 題 の 事 実 関 係 の 確 認 及 び 当 該 苦

情 相 談 に 係 る 当 事 者 に 対 す る 助 言 等 に よ り 、 当 該 問 題 に 迅 速 か つ

適 切 に 対 応 す る よ う 努 め る も の と す る 。 こ の 場 合 に お い て 、 相 談

員 は 、 教 育 長 が 定 め る 苦 情 相 談 へ の 対 応 に 関 す る 事 項 に 十 分 留 意

し な け れ ば な ら な い 。  



（ 懲 戒 処 分 等 ）  

第 ９ 条  教 育 長 は 、 職 員 の マ タ ニ テ ィ ・ ハ ラ ス メ ン ト 等 の 態 様 が 信

用 失 墜 行 為 、 全 体 の 奉 仕 者 た る に ふ さ わ し く な い 非 行 等 に 該 当 す

る と 認 め る と き は 、 そ の 程 度 に 応 じ 、 当 該 職 員 に 対 し 、 懲 戒 処 分

の た め の 必 要 な 措 置 そ の 他 人 事 管 理 上 必 要 な 措 置 を 講 じ る も の

と す る 。  

（ そ の 他 ）  

第 １ ０ 条  こ の 要 綱 に 定 め る も の の ほ か 、 マ タ ニ テ ィ ・ ハ ラ ス メ ン

ト 等 の 防 止 等 に 関 し 必 要 な 事 項 は 、 教 育 長 が 定 め る 。  

附  則  

こ の 要 綱 は 、 平 成 ２ ９ 年 ６ 月 ２ ７ 日 か ら 施 行 す る 。  


